
資料３-４

都市計画区域マスタープランの変更、区域区分の見直しについて（概要） 

（１）都市計画体系の見直し 

（背景） 

l 今後も人口減少、少子高齢化が進行する中で、行政サービスの水準を維持、充実していく

ためには、県・市町村がそれぞれの特長に応じて役割を果たしていくことが一層重要 

l 県都市計画ビジョンでは、生活圏単位とする 10 圏域に分け、都市づくりに向けた考え方

を示し、県の区域マスタープランは、圏域内の複数の都市計画区域毎に定められている。 

l 都市計画運用指針では、広域自治体である県は、広域的観点から都市計画区域マスタープ

ランを定める必要があり、隣接・近接する他の都市計画区域の現況及び今後の見通しを勘

案し、広域的課題の調整が図れるように努めるべきとしている。 

 

（都市計画区域マスタープランの広域調整） 

l 都市計画区域マスタープラン：広域的な生活圏（10 圏域）にまとめ中⇒現在 8 圏域（29

区域）について圏域化済み。今回長野、松本の２圏域 10 区域の圏域化を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法定：都市計画区域マスタープラン（10 圏域）

任意：長野県都市計画ビジョン

任意：圏域マス（２圏域 長野、松本）

法定：都市計画区域マス（10 区域）

任意：長野県都市計画ビジョン

（見直し後）（現行）

方針となる

方針となる

方針となる

法定：市町村マスタープラン

即する

法定：市町村マスタープラン

即する

（都市計画区域：39 区域）

法定：区域マス

（８圏域） 

（29 区域）

圏域化済

圏域化済

圏域化済


